
金
調
開
古
蹟
志
巻
十
六

右
う
け
取
所
如
v
件。

一
冗
和
九
年
十
一
月
廿
七
日

手リ

牢日

兵

衛
兵

衛

按
宇
る
に
‘
右
犀
川
小
橋
の
下
た
る
木
町
は
、
今
い
ふ
木
倉
町
な
る

ぺ
し
。
古
定
時
官
民
載
せ
た
る
元
和
二
年
霜
月
五
日
三
ナ
圏
・
尻
町
一
伊
馬

役
の
定
書
K
.
金
滞
之
内
卯
辰
之
木
町
・
宮
腰
口
之
木
町
・
森
本
町
之

末
金
屋
町
五
聞
に
畳
間
之
可
v
鏡
-
御
一
役
-
之
事
と
あ
る
卯
辰
の
木
町

は
、
卯
辰
四
丁
木
町
な
り
。
宮
腰
口
の
木
町
は
安
江
木
町
也
。
此
の

頃
犀
川
口
の
木
町
は
則
ち
今
一
試
ふ
木
倉
町
民
て
、
三
町
共
昔
は
材
木

問
屋
居
て
、
材
木
商
人
共
居
住
せ
し
故
、
木
町
と
は
呼
び
た
る
た
る

ぺ
し
。

方自jt 

。

木

倉

町

十
二
冊
定
容
に
載
せ
た
る
元
総
九
年
の
金
棒
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
木

倉
町
と
て
本
町
中
に
載
せ
た
り
。
そ
の
か
み
よ
き
町
地
な
り
し
故

に
‘
本
町
廿
七
町
の
中
へ
加
へ
ら
れ
し
に
や
。
此
の
町
地
に
昔
奮
藩

の
材
木
裁
あ
り
し
故
に
、
町
名
を
木
倉
町
と
呼
び
し
か
E
.
此
の
町

の
西
方
b
T
を
ぽ
出
大
工
町
と
綿
し
、
大
工
共
の
邸
地
に
賜
は
り
た
り

山
本
基
庸
の
微
妙
公
夜
話
鋒
に
一
武
ふ
。
渡
漣
七
左
衛
門
は
横
山
左
衛

門
之
家
来
に
て
、
軽
き
者
に
候
成
、
盗
人
を
ぽ
受
町
許
遁
懸
け
討
留

め
た
り
。
大
野
滋
兵
衛
は
上
方
よ
り
参
り
た
る
能
役
者
の
家
来
た
る

故
、
傍
聾
の
者
主
人
を
切
り
、
二
階
に
錨
り
居
罷
有
け
る
を
、
使
よ

り
罷
蹄
り
、
此
由
を
承
り
て
取
敢
宇
二
階
へ
押
込
み
、
彼
者
を
首
尾

能
〈
打
留
め
た
り
。
不
破
五
郎
兵
衛
は
又
足
極
に
で
、
御
材
木
誠
之

番
人
を
勤
め
け
る
慮
‘
盗
人
御
材
木
を
盗
み
行
く
を
聞
付
け
打
留
め

た
り
。
右
三
人
共
に
被
ι
召
出
-
立
身
被
v
命
、
子
孫
も
子
炉
今
罷
在
。
甲

斐
々
々
敷
者
は
御
賞
美
伊
遊
被
a
召
仕
-
曲
。
常
の
御
意
に
も
騰
の
鳥

取
不
v
申
は
鳶
也
。
議
を
飼
置
者
は
無
ν
之
と
御
意
被
v
遊
候
と
、
協
同

小
平
哨
承
る
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
右
材
木
磁
番
人
と
あ
る
も
則

ち
此
の
木
倉
町
の
材
木
磁
の
番
人
・
な
る
事
知
ら
れ
け
り
。
さ
れ
ば
此

の
材
木
磁
は
‘
利
常
卿
の
時
建
築
を
命
ぜ
ら
れ
し
か
。
此
の
地
法
に

大
工
共
の
邸
地
を
賜
は
り
て
、
出
大
工
町
と
名
付
け
た
る
も
、
此
の

材
木
競
あ
り
し
故
た
ら
ん
か
。
共
の
競
の
創
立
等
の
事
務
奮
飽
に
い

ま
だ
所
見
友
し
と
い
へ
ど
も
、
高
治
二
年
の
定
書
に
、
此
の
裁
の
事

を
血
中
げ
ら
れ
た
れ
ば
、
高
治
以
後
ま
で
存
在
せ
し
事
い
ち
じ
る
し
o

h
も
ふ

K
.
不
破
五
郎
兵
街
の
磁
番
人
を
勤
め
し
は
‘
高
治
よ
り
遥

金
調
停
古
蹟
志
巻
十
六

四
O 

と
い
へ
り
。

。
材
木
議
跡

共
の
遺
跡
今
詳
か
た
ら
宇
。
按
宇
る
に
、
延
貨
の
金
海
国
を
見
る
に
、

木
倉
町
・
出
大
工
町
の
末
、
今
一
宮
ふ
堕
川
町
二
筋
の
小
路
の
中
聞
の

地
を
ぽ
火
除
地
と
載
せ
た
り
。
元
総
六
年
の
士
艇
に
、
出
大
工
町
火

除
之
近
所
、
或
は
出
大
工
町
火
除
之
宋
た

E
L
記
載
す
れ
ば
、
彼
の

火
除
地
は
若
し
く
は
往
昔
材
木
裁
の
遺
跡
た
ら
ん
か
。
此
の
離
の
奥

底
.
三
州
志
等
に
も
記
載
せ
宇
と
い
へ
ど
も
‘
十
二
冊
定
書
に
、
寓
治

二
年
六
月
作
事
方
定
書
に
、
宮
腰
御
園
よ
り
金
部
木
磁
h
取
寄
申
材

木
一
ヶ
月
切
に
‘
勝
取
切
手
・
入
切
手
途
a
吟
味
一
御
作
事
事
行
添
害

調
、
木
磁
奉
行
へ
可
昌
渡
置
吋
叉
、
宮
腰
御
園
よ
り
金
津
木
磁
b
取
寄

候
材
木
・
松
材
木
・
御
林
之
竹
、
並
所
々
一
御
作
事
に
建
申
人
足
、
木
競

奉
行
乎
先
之
奉
行
笠
ヶ
月
切
に
切
手
語
、
途
昌
吟
味
一
御
作
欝
判

を
以
割
場
へ
渚
可
v
申
事
。
と
見
ね
た
る
木
誠
は
、
則
ち
此
の
木
競
町

た
る
木
競
た
る
べ
し
。
十
二
冊
定
書
に
戟
せ
た
る
割
場
雲
除
け
所
替

に
.
木
硫
固
之
内
不
v
磁
、
同
所
寺
枇
方
作
事
小
屋
役
所
並
御
番
所

共
。
と
あ
る
木
識
も
同
じ
材
木
議
た
り
し
と
聞
ゆ
。

O
材
木
議
番
人
侮
話

か
以
前
の
事
・
K
て
利
常
卿
の
時
左
れ
ば
、
利
常
卿
菟
逝
後
に
此
の
臓

を
も
段
た
れ
た
る
た
る
ぺ
し
。

。
出
大
ヱ
町
'

元
総
六
年
の
士
艇
に
、
出
大
工
町
末
火
除
近
所
。
た
ど
L
見
h
.
同
九

年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
出
大
工
町
と
あ
り
て
‘
木
倉
町
と
同

町
た
り
し
か
ど
、
そ
の
か
み
大
工
共
の
邸
地
に
賜
は
り
け
る
故
に
、

出
大
工
町
と
呼
ぺ
り
。
然
る
に
明
治
閲
年
四
月
戸
籍
編
成
の
時
、
出

大
工
町
の
町
名
を
慶
し
‘
木
倉
町
へ
属
せ
し
め
た
り
。

。
出
大
工
町
大
工
来
歴

貞
享
二
年
の
金
津
組
大
工
肝
煎
六
助
由
緒
書
に
一
宮
ふ
。
天
正
十
二
年

御
帳
面
大
工
百
人
飴
御
判
紙
を
以
、
屋
敷
葬
領
被
a
仰
付
吋
一
採
取
に
市

百
歩
、
仕
手
大
工
へ
は
堂
入
五
拾
歩
宛
、
今
町
・
中
町
・
修
理
谷
坂
近

漣
之
内
大
縄
に
而
被
v
下
、
則
共
所
を
大
工
町
与
相
唱
候
。
然
魔
寛
永

八
年
四
月
金
海
大
火
之
時
類
焼
設
し
、
同
年
右
拝
領
屋
敷
所
替
被
=
仰

付
一
一
庫
川
大
工
町
・
出
大
工
町
・
溜
野
川
観
音
町
民
て
代
り
地
歩
下
。

と
あ
り
。
一
訟
に
、
そ
の
か
み
大
工
共
の
居
邸
を
、
犀
川
大
工
町
の

地
と
滋
野
川
観
音
大
工
町
と
の
雨
所
に
て
賜
は
る
と
い
へ

E
も
、
居

飴
り
け
る
大
工
共
の
邸
地
を
ぽ
木
倉
町
に
て
賜
ふ
。
依
り
て
出
大
工

四




